




私
が
研
究
し
て
い
る
の
は「
西
郷
文
芸
学
」

で
す
。西
郷
文
芸
学
と
は
、１
９
６
０
年
代
か

ら
２
０
１
０
年
代
に
か
け
て
、文
芸
学
者
の
西

郷
竹
彦（
１
９
２
０
―
２
０
１
７
）が
打
ち
立

て
た
文
学
理
論
そ
し
て
、文
学
教
育
に
関
す

る
理
論
で
す
。

詩
や
物
語
、絵
本
、民
話
、戯
曲
等
の
文
学

作
品
や
評
論
、論
説
、随
筆
等
の
説
明
文
を
ど

う
読
み
、児
童・生
徒
達
に
ど
う
教
え
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
理
論
で
す
。具
体
的

に
は
視
点
論・形
象
論・構
造
論・人
物
論・主

題
論・典
型
論・表
現
論・虚
構
論
、教
育
的
認

識
論
等
の
各
論
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
各
論
を
説
明
す
る
余
裕
が
な
い

の
で
、例
え
ば「
視
点
論
」と
い
う
理
論
に
つ
い

て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
視
点
」と
い
う

の
は
、物
語
や
詩
を
読
む
場
合
、そ
の
物
語
を

「
誰
が
見
て
」「
ど
の
よ
う
に
語
る
の
か
」と
い

うpoint of view

の
問
題
で
す
。読
者
は
、こ

の
物
語
の「
視
点
」を
通
し
て
読
み
、文
学
体

験
を
し
ま
す
。

例
え
ば
、新
見
南
吉
の『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』は
、

は
じ
め
は
物
語
を
語
る「
語
り
手
」が
主
人

公
の〈
ご
ん
ぎ
つ
ね
〉を
客
観
的
に
外
側
か
ら

見
て
語
り
ま
す（
こ
れ
を
語
り
手
の《
外
の

目
》と
い
い
ま
す
）。で
す
が
、次
第
に
語
り

手
は〈
ご
ん
ぎ
つ
ね
〉の
内
面
を
語
り
出
し
ま

す
。〈
ご
ん
は・・・・と
思
い
ま
し
た
〉と
い
う
風

に（
こ
れ
を
語
り
手
が
人
物
の《
内
の
目
》で

語
る
と
い
い
ま
す
）。物
語
を
教
え
る
時
は
こ

の「
視
点
」を
ふ
ま
え
て
教
材
分
析
を
し
ま

す
。私

が
西
郷
文
芸
学
を
研
究
す
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
は
、小
学
校
の
教
員
時
代
、先
に
述

べ
た
西
郷
竹
彦
先
生
に
約
20
年
間
教
え
を
受

け
た
か
ら
で
す
。西
郷
文
芸
学
を
生
か
し
た

授
業
は
、子
供
達
に
わ
か
り
や
す
く
、保
護
者

に
も
好
評
で
し
た
。

西
郷
文
芸
学
の
文
学
教
育
に
お
け
る
価

値・意
味
、そ
し
て
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、学

校
教
育
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。
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仏
教
を
介
し
た
近
代
日
本
と
海
外
、特
に

ア
ジ
ア
諸
地
域
と
の
交
流
が
私
の
研
究
テ
ー
マ

の一つ
で
す
。

明
治
時
代
、日
本
の
仏
教
界
に
起
こ
っ
た

新
た
な
動
き
の一つ
に
、海
外
進
出
が
あ
り
ま

す
。そ
の
中
で
、西
洋
諸
国
へ
の
調
査
団
・
留

学
生
の
派
遣
と
並
ん
で
顕
著
な
の
が
、セ
イ
ロ

ン（
現
ス
リ
ラ
ン
カ
）・イ
ン
ド
へ
の
留
学
の
動
き

と
、そ
れ
に
続
く
ヒ
マ
ラ
ヤ・チ
ベッ
ト
探
検
の

動
き
で
す
。彼
ら
ア
ジ
ア
へ
向
か
っ
た
日
本
人

仏
教
徒
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、仏
教
の
原
点

で
あ
る
釈
尊
の
教
え
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

い
う
情
熱
と
日
本
仏
教
の
現
状
を
改
革
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感
で
し
た
。

例
え
ば
、横
浜
に
あ
る
真
言
宗
三
会
寺

の
僧
、釈
興
然（
１
８
４
９
―
１
９
２
４
）は
、

１
８
８
６（
明
治
１９
）年
に
、日
本
人
で
初
め
て

セ
イ
ロ
ン
に
留
学
し
ま
し
た
。そ
の
目
的
は
、

セ
イ
ロ
ン
仏
教
に
伝
わ
る
戒
律
の
実
践
的
研

究
に
あ
り
ま
し
た
。彼
に
続
い
て
、各
宗
派
の

僧
侶
た
ち
が
続
々
と
こ
の
島
に
渡
り
ま
す
。

興
然
は
、セ
イ
ロ
ン
上
座
部
の
正
式
な
比
丘
と

な
っ
て
７
年
後
に
帰
国
し
、そ
れ
か
ら
は
日
本

に
上
座
部
仏
教
を
移
植
す
る
こ
と
に
腐
心
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
追
究
す
る
場
合
に

欠
か
せ
な
い
の
は
、国
の
内
外
に
わ
た
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
す
。イ
ン
ド・ス
リ
ラ
ン
カ
を
中

心
と
す
る
南
ア
ジ
ア
世
界
、内
陸
ア
ジ
ア
に
広

が
る
チ
ベッ
ト
仏
教
圏
、東
南
ア
ジ
ア
の
上
座

部
仏
教
圏
な
ど
広
大
で
多
様
な
フ
ィ
ー
ル
ド

が
私
た
ち
を
待
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
先
人
た

ち
の
足
跡
を
追
い
な
が
ら
、身
を
も
っ
て
異
文

化
を
体
験
す
る
こ
と
が
、こ
の
種
の
研
究
の
醍

醐
味
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
写
真
）セ
イ
ロ
ン
島
南
部
カ
タ
ル
ワ
の
ラ
ン
ウ
ェル
レ
ー
寺
。

こ
こ
で
興
然
は
セ
イ
ロ
ン
仏
教
の
基
礎
を
学
ん
だ
。
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令
和
2
年
度
学
位
記
授
与
式
を
3
月
15
日

に
松
下
講
堂
黎
明
館
で
挙
行
し
ま
し
た
。昨
年

度
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た

め
、来
賓
は
高
野
山
真
言
宗
管
長・金
剛
峯
寺
座

主
の
葛
西
光
義
管
長
猊
下
と
同
宗
務
総
長・同

執
行
長
の
添
田
隆
昭
理
事
長
の
2
名
、そ
し
て

教
職
員
と
卒
業
生
の
み
で
行
わ
れ
ま
し
た
。卒

業
生
は
密
教
学
科
26
名
、人
間
学
科
17
名
、別

科
2
名
、大
学
院
修
士
課
程
3
名
、博
士
後
期

課
程
1
名
、大
学
院
通
信
教
育
課
程
10
名
で
し

た
。式
で
は
乾
学
長
よ
り
代
表
者
に
学
位
記
が

手
渡
さ
れ
、厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
入
学
式
は
4
月
6
日
に
同
館

で
行
い
、こ
ち
ら
も
感
染
症
対
策
の
た
め
来
賓

と
し
て
山
口
文
章
同
山
林
部
長（
事
務
局
長
）、

そ
し
て
新
入
生
と
教
職
員
の
み
で
実
施
し
ま
し

た
。教
育
学
科
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
１
年
生
を

迎
え
る
入
学
式
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
新
入
生
は
密
教
学
科
29
人
、教
育

学
科
11
人
、3
年

次
編
入
9
人
、大

学
院
修
士
課
程
4

人
、博
士
後
期
課

程
1
人
、大
学
院

通
信
教
育
課
程
22

人
で
し
た
。新
入

生
を
代
表
し
て
教

育
学
科
の
水
口
竣

太
さ
ん
が
あ
い
さ
つ

し「
弘
法
大
師
の

綜
芸
種
智
の
教
育

理
念
を
糧
と
し
て

人
格
の
陶
冶
と
学

問
に
奨
励
、努
力

す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
」と
宣
誓
し

ま
し
た
。

本
学
と
大
阪
府
環
境
農
林
水
産
部
は
大
阪

府
内
の
農
林
業
と
地
域
活
性
化
を
図
り
、社
会

で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
、事
業
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

本
学
で
は
、教
育
学
科
に
お
い
て
教
員
養
成
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の一
環
と
し
て
地
域
団
体
と
と
も
に

農
作
業
や
里
山
保
全
活
動
に
取
り
組
む
体
験
学

習
を
導
入
し
て
お
り
、協
定
で
は
、

・農
林
業
や
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
体
験

や
活
動

・農
林
業
の
体
験
や
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の

活
動
を
通
し
た
人
材
育
成

・農
林
業
の
体
験
や
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の

活
動
の
情
報
発
信

な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
同
部
と
本
学
が
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
って
い
ま
す
。

協
定
式
は
3
月
26
日
に
大
阪
府
庁
咲
洲
庁

舎
で
行
わ
れ
、出
席
し
た
乾
龍
仁
学
長
と
同
部

の
南
部
和
人
部
長
が
協
定
書
に
サ
イ
ン
し
ま
し

た
。具
体
的
な
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
今
後
協
議
を

深
め
、本
学
で
は
協
定
に
基
づ
き
、農
林
業
を
通

し
た
人
材
育
成
お
よ
び
大
阪
府
の
農
林
業
と
地

域
の
活
性
化
に
向
け
、と
も
に
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

イ
ン
ド
憲
法
の
父
と
称
さ
れ
る
ビ
ー
ム
ラ
ー

オ・ラ
ー
ム
ジ
ー・ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
の
誕
生
日

で
あ
る
4
月
14
日
、サ
ン
ジ
ェ
イ・ク
マ
ー
ル・ヴ
ァ
ル

マ
駐
日
イ
ン
ド
大
使
に
よ
る
講
演
会
が
高
野
山

キ
ャ
ン
パ
ス
の
第
三
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ヴ
ァ
ル
マ
大
使
は「
イ
ン
ド
：
文
化
の
小
宇

宙
」の
演
題
で
講
演
。世
界
2
位
の
人
口
を
誇

る
イ
ン
ド
の
多
様
性
に
つ
い
て
地
形
や
文
化
遺

産
、言
語
な
ど
様
々
な
面
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、言
語
の
構
造
や
哲
学
思
想
、企
業
同

士
の
影
響
な
ど
日
本
と
イ
ン
ド
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て「
イ
ン
ド
と
日
本
は
文
化
的
、基
礎
的
な
つ

な
が
り
の
他
に
、人
的
、経
済
的
交
流
に
も
発

展
し
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
重
要
に
な
る
の

は
、若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
二
国
間
の
交
流
の
勢

い
を
維
持
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
」と
学
生
ら

に
語
り
ま
し
た
。

講
演
後
、本
学
松
下
講
堂
黎
明
館
前
の
ア
ン

ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
像
の
前
で
生
誕
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。式
典
に
は
ヴ
ァ
ル
マ
大
使
を
は

じ
め
昨
年
本
学
で
講
演
を
行
っ
た
B・シ
ャ
ム
在

大
阪・神
戸
イ
ン
ド
総
領
事
、和
歌
山
県
議
会
日

印
交
流
促
進
に
関
す
る
議
員
の
会
会
員
ら
が
出

席
し
、銅
像
に
花
束
と
白
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョン
を
献

花
し
ま
し
た
。

高
野
山
大
学
教
職
員
並
び
に
先
輩
物
故
者
追
悼
法
会

令
和
2
年
12
月
21
日
に
松
下
講
堂
黎
明
館
に

お
い
て
高
野
山
大
学
教
職
員
並
び
に
先
輩
物
故

者
追
悼
法
会
を
執
り
行
い
、こ
れ
ま
で
の
本
学
教

職
員
と
先
輩
物
故
者
の
追
善
菩
提
、学
内
の
安
穏

と
在
学
生
の
学
業
成
就
を
祈
念
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
配
慮
し

な
が
ら
中
曲
理
趣
三
昧
法
会
に
て
行
わ
れ
、法

会
後
は
奥
之
院
御
廟
と
大
学
墓
所
に
参
拝
し
、

大
学
墓
所
に
は
書
道
部
員
が
書
い
た
角
塔
婆
を

建
立
し
ま
し
た
。

春
季
集
団
加
行

男
子
は
真
別
処
圓
通
律
寺
に
お
い
て
2
月
5

日
か
ら
3
月
31
日
ま
で
、女
子
は
専
修
学
院
尼

僧
部
に
お
い
て
2
月
4
日
か
ら
3
月
30
日
ま
で

春
季
集
団
加
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
季
の
行

者
3
名（
2
回
生
1
名
、3
回
生
1
名
、修
士
2

回
生
1
名
。う
ち
尼
僧
1
名
）は
約
50
日
間
の

修
行
に一意
専
心
し
ま
し
た
。

集
団
得
度
式

高
野
山
学
園
の
集
団
得
度
式
を
5
月
26
日
、

総
本
山
金
剛
峯
寺
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。葛

西
光
義
管
長
猊
下
に
戒
師
を
お
勤
め
い
た
だ

き
、受
者
は
臨
席
の
本
山
内
局
、大
学・高
校
教

職
員
に
見
守
ら
れ
る
中
、剃
髪
、如
法
衣
の
授
与

の
後
、戒
師
よ
り
戒
を
授
か
り
出
家
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
本
学
関
係
受
者
は
6
名（
1
回
生

4
名
、3
回
生
1
名
、修
士
1
名
。う
ち
尼
僧
1

名
）で
し
た
。

受
　
戒

6
月
2
日
か
ら
6
月
4
日
ま
で
、真
別
処
圓

通
律
寺
に
お
い
て
受
戒
が
開
壇
さ
れ
ま
し
た
。

稲
葉
法
研
法
印
御
房
に
戒
師
を
お
勤
め
い
た
だ

き
、受
者
は
仏
名
会
を
修
し
、戒
師
よ
り
戒
を
授

か
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
受
者
は
5
名（
1
回
生
1
名
、2
回
生

2
名
、3
回
生
2
名
。う
ち
尼
僧
2
名
）で
し
た
。

ヴ
ァ
ル
マ
駐
日
イ
ン
ド
大
使
講
演
会

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
生
誕
式
典

大
阪
府
と
連
携
協
定
締
結

宗
教
教
育
行
事

令
和
2
年
度
学
位
記
授
与
式

令
和
3
年
度
入
学
式

日　

録　
令
和
３
年
１
月
～
６
月

1月
11 

月　

授
業
再
開

12 

火　

修
士
論
文
提
出
期
限

17 

日　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
難
波
）

20 

水　

卒
業
論
文
提
出
期
限

27 

水　

教
授
会

2月
1 

月　

後
期
授
業
終
了

3 

水　

大
学
院
委
員
会

　
　
　

 

通
信
後
期
一
次
判
定

4 

木　

通
信
一
次
合
格
通
知

5 

金　
一
般
選
抜
前
期
・
社
会
人
入
試

7 

日　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
難
波
）

9 

火　

成
績
報
告
書
提
出
期
限

10 

水　

臨
時
教
授
会

12 

金　

留
学
生
Ⅱ
期

　
　
　

 

留
学
生
編
入
Ⅱ
期
試
験

15 

月　

再
試
験
願
提
出
日

　
　
　

 

修
論
口
述
試
問（
～
17
日
）

　
　
　

 

後
期
成
績
通
知

16 

火　

修
論
報
告
会

17 

水　

教
授
会

18 

木　

再
試
験
日

20 

土　

通
信
二
次
面
接
、博
論
審
査

24 

水　

卒
論
口
述
試
問（
～
25
日
）

26 

金　

卒
論
報
告
会

27 

土　

大
学
院
後
期
入
試
、修
了
判
定

3月
2 

火　

教
授
会
、卒
業
判
定

3 

水　

卒
業
・
修
了
者
発
表

8 

月　

通
信
春
期
研
究
発
表
会

9 

火　

通
信
春
期
研
究
発
表
会
予
備

13 

土　
一
般
後
期
、3
年
・
社
会
人
編
入
後
期

　
　
　

 

別
科
Ⅱ
期
入
試

15 

月　

学
位
記
授
与
式

16 

火　

臨
時
教
授
会

17 

水　

後
期
合
格
発
表

22 

月　

学
年
末
成
績
通
知

25 

木　

後
期
手
続
期
限

寄
付
金
御
礼（
２
０
２
０
年
11
月
～
２
０
２
１
年
５
月
） 

＊
順
不
同

　

全
国
の
皆
様
か
ら
寄
付
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。大
学

で
の
教
育
・
研
究
活
動
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
高
野
山
大
学
に
対
し
て
、引
き
続
き
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
掲
載
情
報

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

佐
伯　

慈
海
様　

  

五
十
万
円

川
口　

道
雄
様　

  　

十
万
円

矢
部　

雅
文
様　

  　

十
万
円

加
藤　

敏
仁
様　

二
十
一
万
円

山
中　

啓
圓
様　
一
万
円  

一
万
円

高
野
山
住
職
会
様　

  　
   

百
万
円  

四
百
万
円

高
野
山
大
学
同
窓
会
様　

 
三
十
万
円  

五
十
八
万
九
千
円

杉
井　

永
明
様　

  　
　

   
百
万
円

山
本　

文
雄
様　

  　
　

   

百
万
円

4月
4 

日　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
難
波
）

6 

火　

入
学
式

7 

水　

導
入
研
修
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
～
８
日
）

8 

木　

 

学
校
・
保
育
現
場
体
験
地
域
体
験

　
　
　

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
河
内
長
野
）

9 

金　

前
期（
１
タ
ー
ム
）授
業
開
始

14 

水　

教
授
会
／
防
災
訓
練（
河
内
長
野
）

15 

木　

受
講
科
目
届
提
出
期
限

　
　
　

 

学
校
・
保
育
現
場
体
験
／

　
　
　

 

地
域
体
験
申
込
期
限（
河
内
長
野
）

17 

土　

学
生
健
康
診
断（
河
内
長
野
）

20 

火　

履
修
科
目
登
録
確
認
開
始

　
　
　

 

地
域
体
験
先
発
表（
河
内
長
野
）

21 

水　

報
恩
日
／
教
授
会（
河
内
長
野
）

22 

木　

授
業
時
間
割
確
認
開
始

28 

水　

科
目
変
更
期
限
、院
指
導
教
員
、

　
　
　

 

博
士
論
文
申
請
、研
究
課
題
提
出
期
限

5月
7 

金　

前
期
・
通
年
科
目
取
り
消
し
期
限（
河
内
長
野
）

17 

月　

卒
論
・
修
論
題
目
提
出
期
限

19 

水　

教
授
会

21 

金　

報
恩
日

22 

土　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
河
内
長
野
）

26 

水　

学
園
得
度
式
／
教
授
会（
河
内
長
野
）

　
　
　

 

学
校
・
保
育
現
場
体
験
先
発
表（
河
内
長
野
）

31 

月　

前
期
・
通
年
科
目
取
り
消
し
期
限

6月
2 

水　

受
戒（
～
4
日
）

13 

日　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
高
野
山
）

14 

月　

2
タ
ー
ム
授
業
開
始（
河
内
長
野
）

15 

火　

宗
祖
降
誕
日

16 

水　

教
授
会

20 

日　

通
信
学
習
支
援
会

　
　
　

 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
河
内
長
野
）

21 

月　

報
恩
日

23 

水　

教
授
会（
河
内
長
野
）

　

左
記
番
組
、新
聞
、雑
誌
内
で
本
学
教
職
員
・
学
生
が
撮
影
に
協
力
し
大
学
施
設

な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
11
月
30
日　

F
M
は
し
も
と　

浦
部
陽
介
の
歌
い
た
い
・
喋
り
た
い

２
月　
　
　

月
刊
C
h
a
l
o「
日
本
で
見
つ
け
る
イ
ン
ド
の
軌
跡

　
　
　
　
　

F
i
n
d 

I
n
d
i
a  
i
n  
J
a
p
a
n
!
」

２
月
17
日　

朝
日
新
聞
E
d
u
A「
C
l
o
s
e
ー
u
p
！
注
目
の
学
部
・
学
科
」

２
月
24
日　

フ
ジ
テ
レ
ビ　

世
界
の
何
だ
コ
レ
！
？
ミ
ス
テ
リ
ー

　
　
　
　
　
「
潜
入
！
信
長
＆
秀
吉
＆
家
康
…
大
名
の
お
墓
が
１
０
０
以
上
も

　
　
　
　
　

集
結
す
る
謎
エ
リ
ア
！
」

３
月
11
日　

毎
日
新
聞 「
が
ん
と
震
災
を
経
験
し
た
セ
ラ
ピ
ス
ト

　
　
　
　
　
『
命
に
寄
り
添
う
臨
床
宗
教
師
に
』」

３
月
14
日　

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル「『
人
間
力
高
め
た
い
』地
域
活
動
を
必
修
に 

新
設
の
教
育
学
科
」

４
月
24
日　

毎
日
放
送 

よ
ん
チ
ャ
ン
T
V「
ま
わ
し
っ
ぱ
！
」

  

企　

画　

展

１
月
30
日
～
３
月
７
日　

和
歌
山
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
「
祈
り
と
学
び
の
山
―
高
野
山
大
学
図
書
館
の
名
宝
と
と
も
に
―
」

　

高
野
山
大
学
で
は
、同
窓
会
員
や
卒
業
生
の
皆
様
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。登
録
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、入
試
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ
め

と
し
た
学
内
行
事
の
情
報
を
不
定
期
で
お
送
り
し
ま
す
。

　

本
学
の
入
学
を
検
討
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
や
ご
友
人
の
い
る
方
、大
学
祭
に
久
し
ぶ
り

に
行
っ
て
み
た
い
方
、ぜ
ひ
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

メ
ー
ル
は
下
記
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
作
成
、送
信
く
だ
さ
い
。

　

※
い
た
だ
い
た
内
容
は
大
学
か
ら
皆
様
へ
の
情
報
発
信
に
の
み

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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